(別添様式１)
平成２３年度　９月補正予算　　　支出科目　款：土木費　項：砂防費　目：砂防事業費
	事業名:震災対策土砂災害危険箇所緊急砂防事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　県土整備部　砂防課　砂防保全担当　電話番号：058-272-1111（内3744）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11653@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　補正要求額：377,000千円
（現計予算額：0千円　　　補正後予算額：377,000千円）

	要求内容


	１　要求の内容


震災対策検証委員会の検証項目・提言の中で崩落危険箇所（特に基幹交通網）における土砂災害の二次的被害（土砂崩落による交通遮断等）対策の推進が求められており、まずは、第１次緊急輸送道路（名神高速、国道２１号等）と同時に災害時要援護者関連施設と避難所を保全する箇所等において、早急に砂防施設整備を実施するための経費である。
	２　所要経費


　工事請負費　砂防えん堤整備　7箇所　377,000千円
　　・緊急輸送道路及び要援護者関連施設の保全　4箇所

　　・緊急輸送道路及び避難所の保全　　　　　　2箇所
　　・緊急輸送道路の保全　　　　　　　　　　　1箇所
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ 安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり

　 ６ 社会資本の安全性が高く、災害への備えが整った地域をつくる

　　・震災対策として、主に緊急輸送道路の保全を進め大規模地震等に備える　
	２　これまでの取組状況


　平成２０年３月に策定した「八山系砂防総合整備計画」に基づき、主として災害時要援護者関連施設、避難所、緊急輸送道路を土砂災害から保全するため、砂防施設等整備を推進している状況である。
	３　これまでの取組に対する評価


　平成２２年度末現在で、災害時要援護者関連施設、避難所、緊急輸送道路を保全対象とする箇所における土砂災害対策が未着手である箇所数は1,291箇所あり、着手率は34％であり、今後、さらなる砂防事業の推進が必要である。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳
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